　　　『私メリーさん、いまあなたが後ろにいるの』
						野宿良太


「私メリーさん、いまあなたの家のそばの松屋の前にいるの」
　受話器越しに『ひっ』と息を呑む様子が伺え、メリーさんは満足気に電話を切った。元々は公衆電話を使っていたメリーさんだがＩＴ革命の波に押され携帯電話を手にして久しく、いまはその利便性から携帯依存気味の感さえ否めなかった。
「よーし、今晩も脅かして脅かして、脅かしまくるぞ！」
　何か目的がある訳ではない。あえて言えば「驚く相手の姿を見たい」という迷惑以外の何者でもないメリーさんではあったが、彼女の友人である口裂け女のように殺人を犯さないだけまだマシであると言えよう。という内容をｍｉｘｉに書いたところ、口裂け女からマイミクを切られてしまった。
「私メリーさん、いまあなたのアパートの前にいるの」
　時刻は夜の十一時。シンと静まり返った住宅街の中で、今夜のターゲットのアパートは白熱灯によって薄ぼんやりと照らされていた。メリーさんはそれを見上げて笑みをこぼした。本人はニヒルを気取ってニヤリとしたつもりなので深くは書かないが、傍目には随分とまぁかわいらしい女の子が二段アイスクリームを買ってもらった時に見せるような笑顔であった。
　それにしてもメリーさん、相手の電話番号と住所を知っているとはおそろしい情報収集力である。ヒント、タウンページ。
「私メリーさん、いまあなたの部屋の前にいるの」
　相手は最前のように一瞬息を詰まらせた後、受話器の向こうで徐々に呼吸を荒げていくのが分かった。ターゲットが恐怖から呼吸困難に陥り、恐れ慄き驚く様を想像し、メリーさんは嗜虐的な快感にうち震えた。きめの細かな白い二の腕には鳥肌さえも立っていた。
　一〇四号室、ターゲットの部屋の前に辿り着いたメリーさんは、腰にぶら下げたキティちゃんのポシェットにそっと手を触れた。このポシェットの中には、財布の他に小型のドリルと先端の折れ曲った針金が入っている。このドリルで玄関扉の鍵の若干横に穴を開け、その穴から針金を通して内側の鍵のつまみに引っ掛けて回す、これこそ秘儀サムターン回しである。犯罪である。
　だが、一応確認のためピッキングする前に扉の取っ手を捻ると、
「あら開いてる。ふふふ、もう観念しちゃったってことかしら？」
　またもニヤリとかわいらしい笑みを作ると、ターゲットの部屋へと上がり込んだ。

「私メリーさん、いまあなたの家の玄関に……臭っ！　なによこの臭い！」
　不法侵入したメリーさんは、思わず鼻を押さえた。異臭、異臭、異臭……！　物の腐った、すえた様な臭いが、ツンと鼻を突く。かわいらしい小鼻が痙攣し、眩暈さえ催す。
「おぅっふ、幼女……幼女……」
　別の意味で鳥肌が立った。そこには、メタボリック体型の三十歳前後と思われる男がジャージ姿で仁王立ちしていた。垂れ下がった頬肉を無理に持ち上げて笑ったその口からは、やたらと荒い興奮気味の息遣いが聞こえてきた。
「な、なんなのあんた！」
「ハァハァ、ツンデレ……ツンデレ幼女……」
　メリーさんとていっぱしの都市伝説、日頃は人々に恐れられる存在である彼女だが、今回ばかりは立場逆転。恐怖心がメリーさんの全身を包みこんだ。とその時、男はもそもそとジャージのポケットからデジカメを取り出して、パシャリ。
「あぁ！　何すんのよ！」
「写真……撮っちゃった……フヒヒ」
「け、消しなさいよっ」
　思わず両腕をブンブン振り回すと、メリーさんの右手に握られていた携帯電話が手から離れて、廊下に落ちて、鈍い音を立てて。
「あああああああああああああ」
　メリーさんはつい声を上げてしまった。あの携帯電話は、五歳の誕生日に口裂け女がプレゼントしてくれた思い出の品なのだ。もし壊れてしまったら、とメリーさんは考える。もし壊れてしまったら口裂け女との思い出……は、まぁ割とどうでも良くて、苦労して更新したテトリスの自己記録が消えてしまうことになる、それは何よりも耐えがたいことだった。
慌てて廊下まで駆けていき携帯電話を拾い上げ、折り畳み式のディスプレイを開いた。すると先ほどの衝撃音とは裏腹に携帯電話は意外とちゃんと動いているため、メリーさんはほっと胸を撫で下ろした、のも束の間。
ガチャリ、と背後で不快な金属音が響いた。メリーさんが携帯電話に気を取られている間に土間に忍び寄っていたメタボな家主が鍵をかけたのだと気付くのに、さしたる時間は要らなかった。
「ちょっ、な、何してんの！」
　メリーさん、瞬間、回れ右。玄関の取っ手に手をかけ捻ったが、時既に遅し。
「金髪……蒼眼……白い肌……。萌えー！」
「キャー！」
ポシェットからドリルを取り出し、無我夢中で振り回す。
一瞬、家主はひるんだ。その隙を突いて鍵を開けると、脱兎のごとくメリーさんは逃げ出した。

「待って！　待ってメリーたん！」
　不快極まりないだみ声が背後から聞こえてくる。メリーさんはその見た目の通り、身体能力もせいぜい六歳児並。いくら相手がメタボリックだとはいえ、いずれは追いつかれるのが目に見えていた。
　どうしよ、どうしよ……！　がむしゃらに走りながら、メリーさんは携帯電話を取り出してアドレス帳を開いた。く、く、く、有った、口裂け女！
「私メリーさん！　もしもーし！」
『この電話は、現在電波の届か』
「死ね！」
　万事休す。都合のいい時だけ友達に頼るのは良くない、という尤もらしい教訓と引き換えに、いまメリーさんは児ポ法に抗いし者に捕まろうとしていた。
　もう駄目だ、そう思い諦めかけたその時、メリーさんの脳内である言葉が天啓の如く再生された。
「諦めたらそこで試合終了だよ」
　ブックオフで立ち読みした漫画のその台詞が、メリーさんの強い味方となって背中を押してくれた。
「私メリーさん、バスケが、したいです！」
　後先なんて関係ない、とにかくいまこの瞬間瞬間を逃げ伸びるのだ。その一心で、メリーさんは急停止。振り向きざまに、
「えいやっ！」
　回し蹴り。
　奇跡的なまでに、男の急所にクリティカルヒット。漫画ならば丁度「キーン」なんて擬音で表わされるであろうその攻撃だが、実際は地味そのもの。しかしそのダメージは計り知れない。「へぶしっ」とかなんとか叫びながら、男はその場でうずくまった。
「ざ、ざまぁ見ろ！」
　メリーさんの勝利宣言。しかしそれを聞いた男は、身をよじりながら、
「もっと……もっと苛めてください……」
　鳥肌、再び。

　メリーさんは駈け出した。涙ながらに駈け出した。
　あのダメージとてしばらくすれば回復するに違いない。いや、そもそもあの男にとってあれはダメージだったのか？　肉体的ダメージと精神的ダメージが必ずしも一致する訳ではないのではないか？　みたいな若干形而上学的なことを考えられるほどメリーさんは頭が良くないので、とにかく走った。
　すると一筋の光が、実際的な意味での一筋の光が、メリーさんの目に飛び込んできたのだ。郵便局の脇に設置された発光体、それは見紛うことなき、
「電話ボックス！」
　何も考えず、その中に飛び込む。タウンページを繰る。近くに住む人を探す。電話をかけようと携帯のディスプレイを開く。
しかし。
「あれ、え、何これ！」
　何も映し出すことのない画面をメリーさんは茫然と見つめた。まさしく目の前真っ暗。携帯、完全に沈黙。メリーさんはなぜ携帯電話が壊れたのか一瞬考えを巡らし、そしてすぐに思い至った。男の家で落としたからだ！
「テトリ――――ス！　……いやいまはそれどころじゃないわ。と、とにかく電話で助けを呼ばないと」
　ポシェットから財布を取り出し、十円玉を公衆電話に滑り込ませる。チャリン。そして数字をピッポッパ。
「私メリーさん！　いや、いいからそういう反応、え？　うるさい！　あんたの家の近くに郵便局あるでしょ！　は？　違う違う、詐欺じゃないから、だから私を助けに来て……！」
　切られた。イタ電だと思われたようだ。ちょっと涙出た。
　しかしメリーさんは諦めない。別の人に再度挑戦。もう一度財布から十円チャリンのピッポッパ。
「私メリーさん、いま……え？　私メリーさんが、旦那さんの浮気相手っ？　ち、違うわよ、落ち着いて奥さん！　ただ助けてほしくて、いや、泥棒でも猫でもないから、き、切らないで！」
　二度目のチャレンジ、失敗。
「うぅ、うぅぅ……。だけど負けない、いまは我慢の子よ……」
　泣きの三度目、財布から十円玉を取り出そうとして、
「あっ、もう十円がないっ。も、勿体ない、五十円玉使っちゃうの勿体ない……でも、それどころじゃない！」
　なけなしの五十円チャリン、ピッポッパ。
呼び出し音が鳴った。祈るような思いでそれを聞いた。三度目のコールの後に、相手は受話器を取った。
「私メリーさん」
『え、どなたですか？』
「私メリーさん」
『あ、初めまして。えっと、こんな時間にどうしたんですか？』
「あっと、ごめんなさい、夜分遅くに。いやいやいや、そんなことより助けて頂戴！　私メリーさん、いま変質者がそばにいるの！」
『う～ん、それは僕なんかじゃなくて、警察に連絡した方が』
「！」
　メリーさん、雷に打たれたような衝撃だった。「ありがとう」というが早いか電話を切ると、すぐさま一、一、〇。
「私メリーさん、助けて！」
『はい落ち着いて下さい、どうされましたか？』
「変質者が、変質者が」
『変質者が、どうされましたー？』
　その時だった。電話ボックスの扉がキィと音を立ててゆっくり開き、
「見ぃつけた」
「キャァァァァァァァァ！」
　あの男が、ニンマリと笑って立っていた。その姿を見てメリーさんは受話器を取り落してしまった。コードに繋がれて宙ぶらりんになった通話口からは『どうされましたー？』という警察の間抜けな声。
メリーさんは精一杯の力を込めて電話ボックスの扉を閉めた。うまい具合に扉に挟まれた男の指はメキョメキョっと不気味な音を立てたが、
「うふ……うふふ……」
　男の嬉しそうな笑い声。
　メリーさんは慌てて受話器を掴み直し、叫んだ。
「私メリーさん、いま変質者が後ろにいるの！」
『はいはい、変質者がね。えっと、お譲ちゃん、いまどこにいるのかな？』
「郵便局！　郵便局脇の電話ボックス！　っていうか場所くらい逆探知で調べやがれこの×××野郎！」
「もっと、もっと罵って！」
「てめーじゃねーよ！」
　最早あらゆる意味で絶体絶命、完全に詰んだと思われたメリーさん。頼りない警察に「この○○○が！」と泣きながら怒声を浴びせ、叩きつけるように電話を切った。外ではその罵詈雑言を聞いた男が薄気味悪い笑い声を洩らしたので、メリーさんは必死に耳をふさいだ。
「もう、嫌だよぅ……」
しかし彼女は一筋の光を、観念的な意味での一筋の光を、電話ボックスの外で悶え喜んでいる男の背後に見た。
　メリーさんのかつてのマイミクであるその一筋の光は、背筋も凍る冷ややかな声で呟いた。
「私……綺麗？」
　黒いトレンチコートを翻し、顔の半分を覆うマスク越しにも分かる不敵な笑みを湛えた口裂け女は言葉を続けた。
「メリー、あんた随分とお困りのようじゃない。あんたとは色々あったけど、困った時はお互い様。あんたが忌み嫌ってくれた私の殺傷能力がどんだけ役に立つか、その可愛いおめめでばっちり見届けな」
　直後、口裂け女はロリコン男の胸倉を掴んで無理矢理体を起させた。
「おいてめぇ、こんな小さい子供に何しようとしてやがったんだ、えぇ？」
「フヒ……そんなこと言える訳……フヒヒ」
　三度目の、鳥肌。
　額に青筋を立てながら、口裂け女は男の胸倉を強く絞り上げる。
「正直に答えな。私って綺麗かい？　えぇ、どうなんだい？」
「と、年増には興味ないんで」
「……うん、そっか。私は年増か……うん」
　急に力を失ったように男から手を離してしまった口裂け女は、落ち込みを隠そうともせず俯いた。これ幸いと、慌てて後ずさる男。
「く、口裂け女さーん？」
　慰めの言葉も見当たらないままメリーさんは思わず声をかけたが、そんな心配は御無用だった。男から離した手をそのままマスクに持っていくと、勢い良くそれを剥ぎ取った。
「私……綺麗？」
　そこには、その名の通り耳元まで大きく裂けた口を露わにした彼女の本当の姿があった。男はあまりの衝撃映像に失神＆失禁のコラボ。しかし構うことなく口裂け女は男の頬を張り倒して無理矢理気付かせると、
「私って綺麗かって聞いてんだよ、こら答えろ、おいこら！　どうしても答えられないってんなら……」
　口裂け女は、トレンチコートに隠し持っていた鎌をズラリと抜いて、男の首元に突き付けた。
「これで、答える気になったかい？」
　縮み上がる男、それを見下す口裂け女、勝利を確信したメリーさん。
そんな三人を、懐中電灯の光が照らしだした。
「「「え？」」」」
　思わず声が重なる三人に、ライトの主が言葉を投げかける。
「はーい、そこの女性、所持した武器を捨てなさーい」
　逆光ではあるものの、ライトの主が身に纏っているのは見間違いようもなく警察の制服であった。
「先ほど不審者がこの辺りで出たって通報があってね。いやー、来てみたらまさか本当にいるとはねー」
「え、私は不審者じゃ」
「その手に持ってるものは？」
「……鎌です」
「はーい、現行犯ね」
　手錠が下された。ガッチャン。
「はいそこの男性、もう大丈夫ですよー。一体どうされました？」
「フヒ……僕はただ、そのメリーたんを愛でていただけで」
　ガッチャン。

「はいお譲ちゃん、一体どうしたの？」
　警察が、電話ボックスからようやくメリーさんを救いだした。尊い犠牲を払って（口裂け女の逮捕歴とか）、いま、メリーさんは遂に……。
「私メリーさん、さっきまで不審者に」
「いやそうじゃなくて、こんな遅い時間にどうしてこんな所にいるの？　お父さんやお母さんは？　もしかして、家出？」
「いや、違っ」
「うんそうだね、詳しいことは署で聞こうね」

　そこからは、あっという間だった。気付けばパトカーに乗せられていた。メリーさんに出来ることはと言えば、手錠されなくて良かったぁと現実逃避気味な悦楽に浸ることだけであった――。


「私メリーさん、いま警察署にいるの」
